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1.  歯科疾患の高い罹患率、有訴状況 
2.  歯周疾患検診の実施率･参加率 
3.  成人歯科健診におけるスクリーニング 
4.  成人歯科健診に関わる法制的基盤 
5.  特定健診・特定保健指導と口腔保健 

成人歯科健診の背景 
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1.  平成17年1月：日本歯科医師会「今後の歯科健診のあり方検討会」　報
告書 

2.  平成18年～20年度：日本歯科医師会生活習慣病対策口腔保健モデル事
業（成人歯科健診モデル事業）を３カ年にわたり11県で実　施 

3.  平成21年度：５都県歯科医師会（宮城県、東京都、静岡県、愛知県、　
高知県）で本プログラムを用いたテスト（評価）事業を実施 

4.  平成21年７月：「標準的な成人歯科健診プログラム・保健指導マニュ
アル」公表および関係機関への説明 

5.  平成22年度「標準的な成人歯科健診プログラム・保健指導マニュアル
ブロック別研修会」を７ブロックの地区別に開催（三重県、宮城県、
兵庫県、高知県、山口県、埼玉県、長崎県） 

標準的な成人歯科健診プログラム・保健指導マニュアル 
（略称：生活歯援（支援）口腔健康プログラム） 

に関わる取り組み 
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日本歯科医師会 
「成人歯科健診のあり方検討会報告書」 

平成17年（2005年）1月 

今後の成人歯科健診に関わる５つの指針 

•  １次予防に寄与する歯科健診プログラム 
•  受診者の満足度の向上 
•  効率的で効果的な歯科健診 
•  行動科学・健康学習理論に基づく健康教育の導入 
•  地域における行政・職域・歯科医療機関の連携と生涯

保健  
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標準的な成人歯科健診プログラ
ム・保健指導マニュアル策定委員会	


≪委員会開催状況≫	

〔全体委員会〕 
第１回　平成２０年　２月　６日（水）	

第２回　平成２０年　４月１８日（金）	

第３回　平成２１年　２月２５日（水）	

〔準備委員会〕 
第１回　平成１９年　７月１１日（水）	

第２回　平成１９年　９月２０日（木）	

第３回　平成１９年１２月　６日（木）	

第４回　平成２０年　４月　３日（木）	

第５回　平成２０年　６月１１日（水）	

第６回　平成２０年　８月２７日（水）	

第７回　平成２０年１０月１５日（水）	

第８回　平成２０年１２月１１日（木）	

第９回　平成２１年　１月１４日（水）	


≪委　員≫	

座　長　○　安藤　雄一（国立保健医療科学院）	

委　員　○　深井　穫博（地域保健委員会委員長）	

委　員　○　森岡　俊介（産業保健委員会委員長）	

委　員　○　大原　里子（産業保健委員会委員）	

委　員　○　岡田　寿朗（香川県歯科医師会理事）	

委　員　○　相田　潤　（東北大学 助教）	

委　員　○　角舘　直樹（北海道医療大学 助教）	

委　員　　　角田　正健（日本歯周病学会）	

委　員　　　中垣　晴男（日本口腔衛生学会）	

（平成２０年２月６日～平成２０年３月３１日）	

委　員　　　米満　正美（日本口腔衛生学会）	

（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）	

委　員　　　川村　光朗（岩手県矢巾町長）	

委　員　　　柴田　亜希（三郷市　成人健診課）	

　　○印は準備委員会委員	

常務理事　　　池主　憲夫	

　理　　事　　　山﨑　芳昭	

　協　　力　　　一本麻保子（歯科衛生士・雪印乳業）	

※メンバーは平成２１年３月現在による	
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標準的な成人歯科健診プログラム・保健指導マニュアル　 
目　　次 

はじめに　……………………………………………………………………………… １ 
第1編　標準的な成人歯科健診プログラム 
　これからの成人歯科健診・保健指導　　　　……………………………………３ 
　これからの成人歯科健診・保健指導 
　新しい成人歯科健診・保健指導の流れ 
　歯科健診・保健指導プログラム　　　　…………………………………………８ 
　歯科健診プログラム 
　受診者の行動変容を目指した保健指導 
　標準的な質問紙 
　「要精検・要医療」者のスクリーニングと検査の考え方 
　歯科健診データの入力・管理 
第3章　評価　…………………………………………………………………………１６ 
　事業評価の考え方 
　プロセス評価、影響・結果評価の方法 
　評価からプログラムの改善へ 
第4章　研修体制　……………………………………………………………………２０ 
　研修の考え方 
　研修体制 
　研修プログラムの具体的策定 
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第2編　保健指導マニュアル 

第1章　保健指導の基本的考え方　　　　…………………２２ 
　１．本事業における保健指導 
　２．効果的な保健指導とその目的 

第2章　保健指導の実際　　　　……………………………２３ 
　保健指導の類型化と段階的アプローチ 
　行動科学に基づく保健指導 
　地域・職域・医療機関における保健指導 

第3章　保健指導実施者とその役割　　　　………………２８ 
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資 料 編  
目 次 

１．支援用教材（保健指導用教材）　  ---------------------------------- 1 
２．調査票（質問紙票、口腔診査票　　　 -------------------------------46 
　　① 質問紙票　　　　　　　　　-------------------------------------46 
　　② 口腔診査票　　   -----------------------------------------------48 
３．諸検査説明用資料（唾液検査、咀嚼ガムテスト） ---------------------49 
　　① 唾液検査          ------------------------------------------------49 
　　② 咀嚼ガムテスト             ----------------------------------------50 
４．事業評価方法の実際            ---------------------------------------54 
５．香川県におけるモデル事業（H18～20 年度）の文例集    ------------59 
　　① 事業の流れ、案内文書、調査票など        -------------------------59 
　　② 研修プログラム事例       ----------------------------------------85 
６．保健師等のための歯科保健指導研修テキスト           ---------------- 100 
７．日本歯科医師会モデル事業 
　　　　　　　（2006 年～2008 年度3 ヵ年間）の分析・評価 ------- 115 
８．全国における成人歯科健診事例集               ----------------------- 196 
９．「今後の歯科健診のあり方検討会」報告書           ------------------ 206 
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新しい成人歯科健診・保健指導の流れ 

事前質問紙に記入してもらい、
その回答から受診者に必要な情
報提供・環境整備・受療勧奨と
いった類型化を行う。 

類型結果に基づき、保健指導実
施者（歯科衛生士・保健師等）
が、受診者に必要とされる情報
提供と支援を行い、健康に関わ
る行動変容のための目標設定を
協同で行う参加型の保健指導を
実施。 

フォローアップは、保健指導の
必要度に応じて段階的に実施。
受診者の行動変容を継続的に支
援する。 

歯科健診・保健指導の評価を継
続的に実施し、受診者・歯科医
療者・関係職種で共有する。 



10 10 質問紙（紙媒体版）	
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新しい成人歯科健診･保健指導プログラムの特徴 

（１）保健指導重視と確実な効果 
（２）質問紙を中心としたスクリーニング 
（３）新しい歯科医師・歯科医療機関の役割 
（４）受診者の満足度の向上 
（５）プログラム・マニュアルの公開性と評価の　　 
　　　蓄積（日歯HP　http://www.jda.or.jp/）	



